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江戸川への排水状況

江戸
川

埼玉県の東部に建設された、世界最大級の地下河川です。

首都圏外郭放水路は、あふれそうになった中小河川の水を地下に取り
込み、国道16号の地下50メートルを貫く総延長6.3キロメートルのトンネル
を通して江戸川に流す、放水路です。

これにより流域の浸水被害を解消または軽減し、より安全で良好な生
活環境を創造します。

首都圏外郭放水路の施設概要

中川・綾瀬川流域の放水路・排水機場

国土交通省関東地方整備局

江 戸 川 河 川 事 務 所
首 都 圏 外 郭 放 水 路
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江戸川河川事務所としての方向性

『明日の日本を支える観光ビジョン』（平成28年3月30日とりまとめ抜粋）

｢観光先進国｣への｢3つの視点｣と｢10の改革｣

視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に｢魅力ある公的施設｣をひろく国民、そして世界に解放

赤坂や京都の迎賓館をはじめ、我が国の歴史や文化に溢れる公的施設を大胆に、一般向けに公開・開放し、観

光の呼び水とします。※別添、参考資料

開 催 趣 旨 概 要

首都圏外郭放水路のインフラツーリズムへの更なる活用を検討

※首都圏外郭放水路の見学施設としての価値を高め、来訪者のニーズにそったものとす

べく、今後の取り組み方法等のご意見を伺う目的。

・外郭放水路の役割を多くの人に知ってもらいたい。

・見学参加者をもっと増やしたい。（休日来館者の増）

・職員負担の軽減 （発注・管理、休日対応、撮影対応の軽減）

・経費節減（見学会運営費用の縮減）

国土交通省関東地方整備局

江 戸 川 河 川 事 務 所
首 都 圏 外 郭 放 水 路

首都圏外郭放水路の利用開放に関する懇談会の開催
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１ 目的

国土交通省江戸川河川事務所においては、広く一般の方に「首都圏外郭放
水路の施設」や「治水に関する事業効果」について情報提供を行うことにより、防
災に関する意識啓発を図ると共に、治水事業等に対する理解を深めてもらい、
今後の国土交通行政の円滑な推進を図ることを目的として、見学会を開催して
いる。
このような中、平成２８年３月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョ
ン」において、魅力ある公的施設・インフラの大胆な公開・開放が掲げられ、 「首
都圏外郭放水路」についても、単なる洪水対策施設に留まらず、魅力ある公的
施設として、ひろく国民、そして世界に観光資源としても開放していくことが求め
られている。
本施設は、海外メディアでも多数取り上げられていることから、約１割が外国人
の見学者で占められているが、東京オリンピック・パラリオンピックに向けたイン
バウンド需要の取り組みや地元春日部市の観光・シティセールスの面でも期待
が高まっている。
以上のことから、首都圏外郭放水路の利用開放について、今後の取り組み方
法等のご意見を伺うことを目的として、本懇談会を開催する。

「首都圏外郭放水路利活用懇談会」開催趣旨 １／３
国土交通省関東地方整備局

江 戸 川 河 川 事 務 所
首 都 圏 外 郭 放 水 路
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２ 名称
本懇談会は、「首都圏外郭放水路利活用懇談会」と称する。

３ 検討事項
首都圏外郭放水路の施設開放について、以下の論点ついて検討する。
(1) 新しい施設開放の姿
(2) 新しい施設開放の実現に向けた方策

４ 構成及び運営
(1) 本懇談会は、国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所が主催する。
(2) 本懇談会の構成員は、別紙のとおりとする。
(3) 本懇談会に座長を置く。
(4) 座長は構成員の互選により定める。
(5) 本懇談会は、座長が運営する。
(6) 本懇談会は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に意見を聞
くことができる。

(7) その他、本懇談会の運営に必要な事項は、座長が定めるところによる。

「首都圏外郭放水路利活用懇談会」開催趣旨 ２／３
国土交通省関東地方整備局
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５ 議事の公開
(1) 本懇談会の議事は、特段の事情がある場合を除き公開を原則とし、透
明性の確保に努める。

(2) 座長が必要性を認める場合は、非公開とすることができる。
(3) 本懇談会の会議については、原則として、議事要旨を作成し、公開する。

６ 庶務
本懇談会の庶務は、国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所にお
いて行う。

「首都圏外郭放水路利活用懇談会」開催趣旨 ３／３
国土交通省関東地方整備局

江 戸 川 河 川 事 務 所
首 都 圏 外 郭 放 水 路

５



参考資料

６



７



８



９



１０



１１



１２


